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「学校関係者評価」の実施状況報告書 

 

 

（宛先） 

 埼玉県知事 大野 元裕 様 

 

 

                  主たる事務所       

                  所 在 地        埼玉県入間郡越生町越生 950 

                  学 校 法 人 名  信 愛 学 園 

                  理 事 長 名  武 内 政 文   印 

                  電 話 番 号         049－292-2106 

 

 

 幼稚園の学校関係者評価の実施状況については、下記のとおりです。   
 

記 

 

１．実施済み 

幼  稚  園  名 

越生みどり幼稚園 

幼稚園 

幼稚園 

幼稚園 

幼稚園 

幼稚園 

 

２．実施なし 

  （理由 複数回答可） 

    １ 実施方法がわからない 

    ２ 実施する時間的余裕がない 

    ３ 法令上の義務または努力義務であることを知らなかった 

    ４ 現時点で評価を実施するメリットや必要性を感じない 

    ５ その他（                    ） 

設置者番号 １ ５ ７ ８ 
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様式２ 

学校評価シート（自己評価）令和 4年（2022年度） 

         越生みどり幼稚園 

 

１、 園の教育目標 

【幼稚園教育目標】  「JOY   HOPE  LOVE」  喜びと希望と愛をもって育つ子  

   ○ げんきな子  《健康な心と体》 

＊幼稚園を楽しむ（すみれ）  楽しんで遊ぶ（ゆり）  楽しんでいっしょに遊ぶ（きく） 

・進んで遊びや運動を楽しむ ・遊びを通して豊かな感性や表現を身に着ける。 

〇 考える子《学びに向かう力》 

＊心動かす体験をする（すみれ） 自分でやりたいことが生まれる（ゆり）    

最後までやり遂げる力を持つ（きく） 

・自分の力で考えて行動する ・みんなで決めた約束を守る ・目を見てお話を聞く 

〇 なかよくできる子  《協同性》 

＊お友だちに気づく（すみれ）  お友だちに気づいて気持ちを伝える（ゆり） 

お友だちの気持ちを受け止め思いを伝え合う（きく） 

・友達といっしょに遊ぶ・相手を思いやる ・自然の中で動植物に親しみをもって大切にする 

 

２、 具体的な目標や計画 

・ 子どもたちの生き生きとした活動を援助するため、チーム保育を実践し、保育者も園児も、 

共に生き生きと生きる幼稚園を目指す。 

・ 日常的に園の周りの環境を生かした山保育を行い、体幹を鍛え、心も体も健康に育てる。 

 

３、 評価項目の取組及び達成状況 

評価項目 結果（※） 結果の理由 

2歳児から 3歳児への切れ目の

ない対応（幼稚園接続保育）を推

進する。 
 

D ・２歳児の一時預かり事業を行いたい。（まずはうさぎ組

の 2 学期から）と思っていたが、コロナのため、園行事も

やっと始められつつであった状況で、進めていくことがで

きなかった。 

・実際に行うについては幼稚園独自のやり方を模索した

い。（制度を作っておいて柔軟に対応する。） 

・対象は２歳からの幼稚園児の下の子及びうさぎ参加者 

・このことにより下の子を預けたい保護者の助けとなるよ

うにしていきたい。 
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保育の内容及び保育者の資質に

ついて丁寧に見直す。 

Ａ ・昨年度は、長く勤務した教員の退職のため、新しい教員

が入り体制が変わった。 

今まで行ってきたやり方を見直し、保育内容や行事に

ついても丁寧にミーティングを行い、わかりやすい説明

で下準備を行うようにした。 

・新任の保育者が入職したため、保育の内容についても十

分に力を発揮できるように全員で丁寧にサポートした。

また、今まで一番年が若かった教諭が、主任教諭となっ

たため、その精神的サポートを管理職が行い、それぞれ

が思い合い、助け合って一年を過ごしてきた。 

そのことを通して、職場内の雰囲気が良くなり、新しい

空気が生まれた。 

・長く勤務しているすべての職員が、職場でのかかわりあ

いについて謙虚に見直し、マナーをもってお互いに尊

敬しあいながら働くことによって、これからも幼稚園の

品格を大切にしていきたい。 

創立 70周年のための準備を行

う 

D ・70周年記念事業は十分に話し合いがなされなかったた

め延期となった。 

 また、今後については、実行委員会を立ち上げて計画す

ることとなった。 

・記念誌絵本はついては理事会・評議員会での議決により

内容はともかく、費用が高額になることから、計画が中

止となった。 

 
 

 

４， 具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

結 果 理       由 

C 

・施設型給付の幼稚園に移行し３年目を迎え、事務の仕事も少しづつ理解しながら行った一年

であった。今年度も先の見えない難しい情勢の中、教職員が協力し合って保育を行ってき

た。コロナウイルスの対策に追われたが、10 月に園内でコロナが発生（連休中）したが、即

時に全園休園にしたことで発症者以外感染することなく回復した。それからも、園児の安全

と健康を守り、園生活がスムーズに行われるように心を砕いた。 

・園行事も感染対策を行い、工夫しながら、ほとんどの行事を行うことができた。 

・うさぎ（プレ幼稚園）ひよこ（子育てパーティー）と園庭開放は通常通り行った。幼稚園に慣

れ、園児と触れ合う良い機会で多くの親子が集った。 
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・スタッフの体制が新しくなり、不安な始まりであったが、こまめにミーティングを行い、声を

掛け合って保育にのぞんだ。年度半ばで 2 名の退職者（病気・出産）があり、さらに厳しい

中、助け合って保育を行ってきた。 

来園度は 1名補助教諭が入職するので、また、一緒に働く仲間としてよい職場づくりをして

いきたい。 

・70周年については、頓挫したが、今後はどのように行うかゆっくり時間をかけて話し合って

いきたい。 

 

 ○結果（※）について   

A 十分達成されている 

B 達成されている 

C 
取り組まれているが、成果

が十分でない 

D 取組が不十分である 

 

５、今後取り組むべき課題 

課 題 具体的な取り組み方法 

2歳児から 3歳

児への切れ目の

ない対応（幼稚

園接続保育）を

推進する。 

 

・２歳児の一時預かり事業を行いたい。（まずはうさぎ組の 2学期から） 

・実際に行うことについては幼稚園独自のやり方を模索したい。（制度を作っておいて

柔軟に対応する。） 

・対象は２歳からの幼稚園児の下の子及びひよこ、うさぎ参加者 

・このことにより下の子を預けたい保護者の助けとなるようにしていきたい。 

・3回目の課題のため、ぜひ実現したい。 

園児の安全のた

めの園整備 

（園バス安全点

検・不審者侵入

に備えた安全管

理） 

・園バスの置きざり事案のため、国より置きざり防止のシステムを完備するようにと通

達があった。（費用は国が全額負担）日常的な人間の目での確認も怠らず、システムも

導入して、子どもの命を守る。 

・中学校への侵入と切りつけ事件があり、学事課より、不審者侵入に備えた安全管理犯

について再度確認するように通達があった。それを受けて、園内に簡単に侵入できな

いように、門に電気錠を設置する工事を行う。（(1/3補助金） 

園の周りの環境

を整える。 

・園舎内部については水まわりの工事も完了し、環境が整ったので、園舎裏の雑木林の

伐採や、管理を行う。裏の崖は子どもたちの大好きな遊び場所なので、日常的に自由

に遊べるように自然を残しながら丁寧な整備を行いたい。2年前にはシカが出たこと

もあり、雑木林のままだと害獣が近づくことも聞いているので、気を付けていきた

い。 
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学校評価シート（学校関係者評価） 

 

          幼稚園  学校関係者評価委員会 

日 時 令和５年４月１９日（火）  １３：００～１４：００（時間） 

出席者   評価委員（ ４）人 

     

１．自己評価で設定した目標・計画、評価項目の設定は適切であったか 

 

・ 設定された目標、計画、評価項目は適切であったと思う。コロナ下で厳しい対応を迫られる中、子ども

たちのためにより良い対応をしていた。 

・ 70周年事業については準備不足でもあり、とても残念だった。 

 

 

２．評価結果の内容は適切であったか 

 

・ 職員の新旧の入れ替わりがある中、全職員で職場を盛り上げたことは高く評価できる。 

・ 評価については、70周年の記念事業の延期が響き、大変厳しい評価結果だったと思う。 

 

 

３．今後取り組むべき課題は適切に設定されているか 

 

・ 適切だと思う。 

・ 自然の中で伸び伸びと保育している様子が目に浮かぶ。 

・ 安全にほいりょしながら、恵まれた環境の中で保育していくために適切に課題は設定されていると思

う。 

 

 

４．今後取り組むべき課題は適切に行われているか 

 

・ 園バスの置きざりに防止システムについては、早急に対応してほしい。 

・ 侵入対策についても導入の時期を明確にしてほしい。設備にはある程度の費用が刈るので、適正な対

策を行うべきと思う。 

・ 取り組むべき課題は適切に行われていると思う。 

 


